
１団体及び１名から８件のご意見をいただきました。ご意見、ありがとうございました。 横浜市健康福祉局食品衛生課

ご意見 回答

食中毒予防のため、飲食店の監視指導を重点的に行うとあります。ぜひ積極的に
お願いします。

生や加熱不十分な鶏肉を喫食したことによるカンピロバクター食中毒の発生が散
見されていることを受け、これらのメニューを提供する飲食店への監視指導を重
点的に行ってまいります。

食の安全に関する市民のアンケート結果から食中毒が圧倒的に多かったことを反
映し、カンピロバクター・アニサキス、近年増加しているウエルシュ菌について
記載されていて良いと思いました。トピックスでも強調されており、伝えたいこ
とが明確だと感じました。
また、カンピロバクターの動画をQRコードで案内しており多くの方の目に留まる
工夫がされていると感じました。動画の内容も分かりやすく、30秒という短時間
で見ることができ効果的に伝わると思います。今後、SNSなどでも広げられると
良いと思いました。小中学校の家庭科などの時間の教材にもいいと思います。

当動画は、10代後半～20代の市民に対してカンピロバクター食中毒の予防啓発を
行う目的として作成しました。そのため、対象の世代の方々が目に触れる機会の
多い、本市Youtubeチャンネルでの掲載、みなとみらい線の駅ホームドアビジョ
ンにおける動画放映等により周知をしてきました。
今後も市民の皆様のニーズや食中毒発生動向を踏まえ、SNSなどの活用を含め、
様々な機会を捉えた食中毒予防の普及啓発に努めてまいります。

過去の点検結果や指導内容のデータを使用し、違反していた所は次の年に点検の
回数を増やすなどの対応をされているとのことでデータの活用がなされていて良
いと思いました。あわせて子ども食堂や地域住民向けの食事提供の場が増えてき
ています。食中毒などの予防対策は必要ですが、このような活動を広げていくた
めにも従来の事業者や福祉施設などの枠組みとは区別して、ゆるやかに対応でき
るような規程を作っていくことが必要だと考えます。

食事提供ボランティアを実施している団体や子ども食堂、地域食堂などについて
は、現場調査時の助言指導や講習会の実施、チラシ配布などによる衛生支援を
行っています。引き続き、区社会福祉協議会などから情報を収集し、効果的な衛
生支援を進めてまいります。

「シラスなどの小魚へのふぐの混入防止」と記載されていますが、「シラスなど
の小魚へのふぐの稚魚の混入防止」の方が伝わりやすいと感じました。

いただいたご意見を踏まえ、記載内容を修正しました。

令和５年度横浜市食品衛生監視指導計画（案）に寄せられた御意見と本市の取組について

肉を原因とする食中毒対策（重点事業）について

社会福祉施設等の食品衛生対策（重点事業）について

アニサキスをはじめとする魚介類による危害発生防止対策（重点事業）について



ご意見 回答

2023年４月１日から、遺伝子組換え表示制度が改正されます。どこが変わるの
か、どういった内容なのかが消費者に分かるように表示や説明をお願いします。
「市民の皆様には食品表示を活用した食品選択ができるよう食品表示の内容や見
方についてウェブページやチラシを活用して情報提供を行います」とありますの
で、ぜひこれからも分かりやすい資料や講習会を開いて進めていただきたいと思
います。

令和４年度から、消費者を対象とした食品表示の内容や見方に関するウェブペー
ジを新設しました。また、いただいたご意見を踏まえ、消費者向けのウェブペー
ジに遺伝子組換え表示制度の改正に関する説明を追加しました。
引き続き、ウェブページ、チラシ、講習会等を活用して食品表示制度の周知啓発
を進めてまいります。

学校給食の食材は農薬、添加物などしっかりチェックして、安全なものを使って
ほしいと思います。

給食食材の検査については、食材の調達を行う公益財団法人よこはま学校食育財
団及び教育委員会事務局が定期的に行っています。食品衛生課では、その結果に
注視するとともに、給食食材の製造所や流通段階を原因とする事故を未然に防止
するため、学校給食用物資納入業者に対する監視指導を実施してまいります。

ページ数などの標記の誤りがあったので修正してほしいです。 いただいたご意見を踏まえ、記載内容を修正しました。

「食の安全ヨコハマWEB」及び「eラーニング」の用語説明を追加してほしいで
す。

いただいたご意見を踏まえ、「食の安全ヨコハマWEB」及び「eラーニング」の用
語説明を追加しました。

その他

食品表示について

学校給食食材について
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